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日
本
で
は
干
支
＝
十
二
支
と

い
う
風
に
使
わ
れ
る
事
が
多
い

で
す
が
、
十
二
支
の
由
来
を
調

べ
る
と
古
代
中
国
で
考
え
ら
れ

日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
六
世
紀

半
ば
頃
で
、
江
戸
時
代
に
は
一

般
市
民
の
間
に
浸
透
し
ま
し

た
。
元
々
は
十
干
（
一
ヶ
月
を

十
二
支 

上
旬
、
中
旬
、
下
旬
と
十
日
ず

つ
に
分
け
単
位
に
し
た
も
の
）

と
組
み
合
わ
せ
て
日
付
を
記
録

す
る
の
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
後

日
だ
け
で
な
く
年
・
月
・
時
刻
・

方
位
の
記
述
に
も
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

現
在
の
日
本
で
は
、
十
二
支

は
日
常
生
活
と
の
関
わ
り
が
希

薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
実

際
に
は
、
年
賀
状
の
図
案
や
神

社
の
絵
馬
、
○
○
年
生
ま
れ
の

よ
う
な
言
い
方
で
使
う
ぐ
ら
い

で
す
が
、
昔
か
ら
の
風
習
と
し

て
残
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
な
ぜ
十
二
支
は
あ

の
動
物
な
の
か
と
い
う
と
、
誰

に
も
わ
か
り
や
す
い
動
物
を
選

ら
ん
だ
た
め
だ
そ
う
で
す
が
、

日
本
に
は
こ
ん
な
民
話
が
あ
り

ま
す
。
昔
々
神
様
が
動
物
達
に
、

元
日
の
朝
一
番
早
く
挨
拶
に
来

た
者
か
ら
順
に
一
年
ず
つ
動
物

の
大
将
に
す
る
と
い
う
お
触
れ

を
出
し
ま
し
た
。
足
の
遅
い
牛

が
夜
か
ら
出
発
す
る
の
を
見
て

い
た
鼠
は
、
牛
の
背
に
乗
り
神

様
の
御
殿
に
着
い
た
時
飛
び
降

り
て
一
番
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
牛
は
二
番
、
そ
れ
か
ら
虎
、

兎
、
龍･･･
と
続
き
十
二
番
ま
で

決
ま
り
ま
し
た
。
猫
は
鼠
に
一

日
遅
れ
の
日
を
教
え
ら
れ
仲
間

に
入
れ
な
か
っ
た
事
を
恨
ん

で
、
今
で
も
鼠
を
追
い
回
す
の

だ
そ
う
で
す
。 

 

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
亥

＝
猪
」
で
す
が
、
こ
れ
に
は
ど

ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

の
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
猪

の
肉
は
万
病
を
防
ぐ
と
言
わ

れ
、
無
病
息
災
の
象
徴
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
勇
気
や
冒
険
と
い
う
意

味
も
あ
る
そ
う
で
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
な
か
な
か
実
行
で
き
な

か
っ
た
事
や
新
し
い
趣
味
な
ど

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

（
介
護
事
務 

谷 

夏
央
里
） 

漢 方 入 門 
  今回はお正月にかかわりのある漢方につい

てご紹介させていただきます。 

 新しい年を迎える元旦に、家族そろってのお祝い事の一つにお

屠蘇（トソ）があります。 

 実はこのお屠蘇は屠蘇散（トソサン）という漢方薬であり、元

旦に屠蘇で祝う風習は中国で端を発し、平安時代に日本に伝来し

たと言われています。当初は宮中だけの行事でありましたが、江

戸時代には庶民のあいだにも広く普及したようです。 

 屠蘇散は桂皮（ケイヒ）、朮（ジュツ）、桔梗（キキョウ）など

の生薬で作られており、薬効をみると健胃作用と風邪に対する効

果があるようです。年末年始にかけては暴飲暴食になる機会が多

く、また正月といえば冬の季節、一年で最も風邪におかされやす

い時期であるため、こうした観点からも理にかなっているようで

す。また、年の始めにあたり一人一人が健康に注意し、皆が健康

であるようにという願いも込められていると伝えられています。 

 新しい年が始まりましたが、健康に留意し、皆様にとって素敵

な一年でありますように。本年もよろしくお願いいたします。 

「ありがとう」・・・幸せにする言葉 

 皆様には、好きな言葉や心に残っている言葉があるでしょうか？私には、心に残っている大切

な言葉がいくつかあります。その１つは『ありがとう』です。誰でもよく使う言葉です。例えば誰か

に何かを頂いたり、助けてもらったり、励ましの言葉をかけてもらった時に出る、『ありがとう』は

色んな状況で使える言葉です。 

 ある時、ある人から教えていただいた話があります。「人は嫌な事が起きると嫌な事ばかり考

えてしまう。そうするとまた嫌な事が起きてしまう。『ありがとう』という言葉を漢字で書いてみ

ると『有り難う』難が有る時にこそ『ありがとう』を言う事でどんな不幸と思われる状況も幸せと

感じる気持ちに変えてくれると･･･。」 

 その話を聞いてから常に『ありがとう』と感謝の気持ちを忘れないようにしてきました。そうす

ることによって実際に嫌な事があった時に『ありがとう』という言葉を言ったり思うように心掛

けていると、嫌な事も嫌でなくなり、次第に「嫌」から「楽しい」に変わっていきました。 

「ありがとう」は私にとって元気と明るさと、すがすがしさを与えてくれる大切なお守りです。 

 まだまだ長い人生。これからも多くの言葉に出合うと思います。自分にとってプラスになる言

葉。それは周りにいる人にもプラスを与えるといえるのではないでしょうか？大切と思える言葉

とこれからも上手に付き合っていけるようなら、とてもすばらしく、とても素敵な事だと思いま

せんか？（医療事務・接遇改善委員会 岩本紘子） 


